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◎
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

◎
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

―
一
票
が
　
国
を
動
か
す
　
風
に
な
る
―

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
９
月
11
日
に
衆
議

院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進

路
を
決
め
る
、身
近
で
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
！

選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考

え
て
悔
い
の
な
い
１
票
を
投
じ
、
公
正
で

明
る
い
選
挙
の
実
現
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。９

月
11
日
豸

７
時
〜
20
時
ま
で

◎
和
木
第
１
投
票
所

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
２
投
票
所

和
木
５
丁
目
集
会
所

（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
る
、
投

票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

投
票
で
き
る
人

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
の
う
ち
、
昭
和
60
年
９
月
12
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
17
年
５
月
29

日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

※
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
す
る
学
生
の
住
所
は
、特
段
の
事
情
の

な
い
限
り
、そ
の
寮
、下
宿
等
の
所
在
地
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、今
回
の
選
挙
は

和
木
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
選
挙
期
日
公

示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
名
簿
登
録
地
市
町
村
以
外
の
市

町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け

る
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、
従
前

ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
投
票
開
始
日
が

「
投
票
期
日
の
公
示
日
の
翌
日
」
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間
▼
８
月
31
日
貉

〜
９
月
10
日
貍

時
　
間
▼
８
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
入
場
券
（
届
い
て
い
る

場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
郵
便
に
よ
り

投
票
所
入
場
券
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
審
査
の
期
日
前
投
票
は
、
９
月
４

日
豸
か
ら
に
な
り
ま
す
。
９
月
３
日
貍
ま

で
は
、
国
民
審
査
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

文
字
の
書
け
な
い
人
や
心
身
の
障
害
等

に
よ
り
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投

票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係

員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書

い
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時
▼
９
月
11
日
豸
20
時
50
分
〜
（
予

定
）

場
　
所
▼
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取

ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
は
〝
三
な
い
運
動

か
ら
〞

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
０
６
）

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

９
月
11
日
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
す
！

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
所
入
場
券

投
　
票
　
日
　
時

９
月
11
日
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
　
票
　
場
　
所

代
　
理
　
投
　
票

開
　
　
　
　
　
票

衆議院議員総選挙

9月11日（日）
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ま
ち
の
話
題

和
木
町
長
選
挙
　

無
投
票
で
現
町
長
が
再
選

ま
ち
の
話
題

玖

珂

郡

消

防

操

法

大

会

開

催

当選された古木哲夫さん

優勝　第三分団

準優勝　第二分団 準優勝　第一分団

任
期
満
了
に
伴
う
和
木
町
長
選
挙
が
８

月
23
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
17
時
、
立
候

補
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

現
職
の
古
木
哲
夫
氏
（
60
歳
）
以
外
に

届
出
が
な
く
、
無
投
票
で
の
再
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。

８
月
21
日
、
玖
珂
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
第
35
回
玖
珂
郡
消
防
操
法
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
郡
内
の
21
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
放
水
技
術
や
基
本
動
作
、

収
納
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
、
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
（
７
チ
ー
ム
）
小
型
ポ
ン
プ
応

急
の
部
（
８
チ
ー
ム
）
小
型
ポ
ン
プ
基
本

の
部
（
６
チ
ー
ム
）
の
３
種
目
の
競
技
が

行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
。
息
の
あ
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
第
１
分
団
（
和
木
地
区
）

が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
応
急
の
部
、
第
２
分

団
（
瀬
田
地
区
）
が
小
型
ポ
ン
プ
基
本
の

部
、
第
３
分
団
（
関
ヶ
浜
地
区
）
が
小
型

ポ
ン
プ
応
急
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

町
消
防
団
の
成
績

第
一
分
団
　
準
優
勝

第
二
分
団
　
準
優
勝

第
三
分
団
　
優
　
勝

こ
の
大
会
の
結
果
、
県
消
防
操
法
大
会

へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
暑
い
中
、
訓
練
を

重
ね
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
指
導
に
あ
た
ら
れ

た
消
防
東
出
張
所
の
方
々
、
ま
た
、
お
世

話
を
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

平
和
の
日
リ
レ
ー

和
木
町
か
ら
出
発

反核平和の日リレー

８
月
１
日
、
役
場
中
庭
で
「
第
20
回
山

口
県
反
核
平
和
の
日
リ
レ
ー
」（
平
和
友

好
祭
県
実
行
委
員
会
主
催
）
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

竹
田
有
沙
さ
ん
（
町
職
員
）
が
平
田
実
行

委
員
長
か
ら
平
和
記
念
公
園
の
「
平
和
の

灯
火
」
を
ト
ー
チ
に
受
け
ス
タ
ー
ト
。
こ

の
後
、
町
職
員
４
名
の
手
に
よ
り
次
の
岩

国
ま
で
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
ま

で
の
９
０
０
㎞
、
平
和
を
願
う
ラ
ン
ナ
ー

に
よ
り
灯
火
は
走
り
継
が
れ
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
竹
田
さ
ん
は
「
終

戦
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
リ

レ
ー
を
通
し
て
、
平
和
運
動
が
少
し
で
も

多
く
の
人
に
広
が
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。」
と
話
ま
し
た
。



平成17年度
和木町秋季ソフトテニス

大会開催
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ま
ち
の
話
題

お
い
し
く
楽
し
く
親
子
料
理
教
室

７
月
21
・
22
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
「
夏
休
み
親
子
料
理
教
室
」
が
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
厚
生
部
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
（
向
田
登
美
子
会
長
）
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
料
理
教
室
は
、
小
学
生
を
対
象
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
メ
ニ
ュ
ー

は
「
み
そ
風
味
の
ツ
ナ
ト
ー
ス
ト
」、「
ト

マ
ト
と
レ
タ
ス
の
ご
ま
風
味
サ
ラ
ダ
」、

「
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
」、「
鶏
肉
の
カ
レ
ー

焼
き
」。

向
田
さ
ん
は
「
最
近
は
、
生
活
習
慣
病

の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
甘
い
も

の
の
と
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
、
親
子
で
楽
し
く
料
理
を
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

約
１
時
間
を
か
け
て
料
理
を
つ
く
り
、

調
理
の
後
は
皆
で
試
食
。
参
加
者
は
「
上

手
に
で
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
も
作
っ

て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
、
料

理
の
楽
し
さ
と
で
き
ば
え
に
大
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

親子料理教室

ま
ち
の
話
題

各
地
区
で
盆
踊
り

毎
年
、
夏
恒
例
の
「
盆
踊
り
」
が
各
地

区
で
開
催
さ
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も

ま
で
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

岩
国
音
頭
（
和
木
物
語
）、
蜂
ヶ
峯
音
頭
、

和
木
音
頭
な
ど
、
盆
踊
り
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に

な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

最
初
は
見
て
い
た
だ
け
の
子
ど
も
た
ち

も
段
々
と
盆
踊
り
の
輪
の
中
に
加
わ
り
過

ぎ
行
く
夏
を
惜
し
み
な
が
ら
踊
り
ま
し

た
。

わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
（
山

博
司
会
長
）
が
中

心
と
な
り
、
毎
年
の
奉
仕
活
動
の
一
環
と

し
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆踊り

日　時蜷10月15日貍　

８時30分～15時

※雨天の場合は10月22日貍に延期予定

会　場蜷町テニスコート

主　催蜷体育協会ソフトテニス部

クラス別け蜷男子および女子

参加料蜷1,000円／ペア

（当日徴収します）

試合方法蜷日本ソフトテニス連盟競技

規則で行います。

申込み蜷体育センターで参加手続きを

してください。

締切り蜷９月30日貊

問合せ蜷松本有子

（蕁82―2882）

平日は

19時以降在宅

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

団
体
の
部

優
　
勝
　
　
由
宇
町

準
優
勝
　
　
和
木
町

第
３
位
　
　
玖
珂
町

総
合
成
績

優
　
勝
　
　
周
東
町

準
優
勝
　
　
玖
珂
町

第
３
位
　
　
由
宇
町

第
４
位
　
　
和
木
町

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

玖
珂
郡
体
育
大
会
結
果

休館のお知らせ
衆議院議員総選挙のため、次の期間

は体育センターを休館いたします。

９月10日貍～９月12日豺　午前中まで

※町民庭球場も、この期間は利用でき

ません。ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。

バドミントン教室
期　間蜷10月１日～平成18年３月

毎週土曜日

９時30分～11時30分

場　所蜷体育センター

対象者蜷小学４年生～一般の方

会　費蜷高校生以上3,500円、

中学生以下2,000円

（保険料を含む）
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算331号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

海
辺
の
い
き
も
の
を
探
そ
う
！

の
バ
ケ
ツ
に
次
々
と
入
れ
お
互
い
に
観
賞

し
合
い
ま
し
た
。

磯
で
は
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
、
ひ

じ
き
が
見
ら
れ
、
砂
地
で
は
ハ
ボ
ウ
キ
貝

や
砂
茶
碗
、
ハ
オ
コ
ゼ
な
ど
、
約
40
種
類

の
生
物
を
観
察
で
き
ま
し
た
。

広
島
市
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
作
成
の
指
標

生
物
一
覧
表
に
基
づ
い
て
、
海
の
状
態
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
汚
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
も
、
海
岸
の
生
物
に
関
心
を
も
つ
と

と
も
に
、
環
境
を
美
し
く
保
っ
て
い
く
必

要
性
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
募
集
！

海の様々な生物に驚きました

「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」

合
同
除
草
奉
仕
作
業

すがすがしい汗を流す子どもたち

地
域
子
ど
も
教
室
「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

８
月
５
日
、「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
の
仲

間
が
、
通
津
美
ヶ
浦
海
水
浴
場
に
海
岸
の

生
き
物
を
探
し
に
い
き
ま
し
た
。

海
水
浴
場
に
到
着
す
る
と
、
環
境
保
全

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
村
本
禎
子
先
生
か
ら
海

岸
に
生
き
る
生
物
や
植
物
、
渡
り
鳥
の
生

態
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

潮
も
引
き
、
広
い
干
潟
が
目
の
前
に
現

れ
る
と
、
い
よ
い
よ
生
物
探
し
に
出
発
。

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
フ
ナ
ム
シ
や

ヤ
ド
カ
リ
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
直
接
触

れ
、
感
動
の
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

見
つ
け
た
生
物
や
海
草
を
、
持
参
し
た

平
成
18
年
和
木
町
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で

つ
く
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
対
　
象
〉

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
、
昭
和
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

〈
仕
事
内
容
〉

成
人
式
の
企
画
・
運
営

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
・
運
営

〈
成
人
式
日
時
〉

平
成
18
年
１
月
８
日
豸

受
　
付
▼
10
時
30
分
〜

式
　
典
▼
11
時
〜
11
時
30
分

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
12
時
〜
13
時

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

蕁
53
―

３
１
２
３
）

８
月
３
日
、
民
生
・
児
童
委
員
の
方
と

子
ど
も
会
の
有
志
約
30
名
が
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」
の
除

草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
末
広
秀
爾
さ
ん
が
民
生
・

児
童
委
員
と
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
後
、

「
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
町
子
連
、
吉
田
浅
美
会
長
が
、「
一

生
懸
命
作
業
を
し
て
、
気
持
ち
の
良
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。」
と
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

朝
の
涼
し
い
時
間
帯
を
利
用
し
、
１
時

間
あ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
話
を
し
な
が

ら
真
剣
に
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
、
「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」

の
職
員
の
方
か
ら
お
礼
の
言
葉
と
飲
み
物

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆エム・ルネッサンス/渡辺美里
☆ヴァイオリン名曲集
☆TUBE 我ら生涯『夏』宣言!!/TUBE
☆きみまろトランス/綾小路きみまろ
☆Ｑueen  of  ＨipＰop/安室奈美恵

＜一般書＞
『還流』 稲葉真弓著
『アッコちゃんの時代』 林真理子著
『あの世の妻へのラブレター』 永　六輔著　
『覇王の夢』 津本　陽著
『峠越え』 山本一力著

＜児童書・絵本＞
『それゆけ！さかなくん！』

ルーシー・カズンズ作・絵　
『おーい、みえるかい？』 五味太郎作・絵
『まてまてー』 宮西達也作・絵
『ブラディさんのシャベル』

レスリー・コナー文　
メアリー・アゼアリアン絵

『いずがにげた』 森山京作　スズキコージ絵

☆空創クリップ/スキマスイッチ
☆ＳＡMＰＬＥ　ＢＡＮＧ！/ＳＭＡＰ
☆ＭＹ　ＦＩＲＳＴ　ＬＯＶＥ/浜田省吾
☆海風は時を越えて/平川地一丁目
☆Ｅ～Ｃomplete  Ａ side  Ｓingles～/ＺＯＮＥ

『アムニジアスコープ』
スティーブ・エリクソン著　

『骨と髪』 レオ・ブルース著
『使うな、危険！』 食品と暮らしの安全基金著　
『ご飯の底力』 編集部編　
『響きと怒り』 佐野眞一著

『わたしのかわいいめんどり』
アリス・マーティン・プロベンセン作・絵

『ステラのほしぞら』
メアリー・ルイーズゲイ作　

『タンポポ・タヌキ・もりのタネ』
しもだともみ作・絵　

『災害・状況別防災絵事典』 山村武彦監修　
『戦争が終わっても』 高橋邦典著

今月の休館日 5日（月）・12日（月）・19日（祝）・23日（祝）・26日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷９月17貍

10時30分～11時　幼児
おはなし会サークル
「このゆびとまれ」
15時～15時30分　幼児・小学生
読みきかせボランティア
「ぴのきお」

場　所蜷図書館えほんの
コーナー

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54―0222）

今までは貸し出しのみでしたが、ビデオと同様１日１枚に
限り視聴できるようになりました。
どうぞご利用ください。
☆ 図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになって
います。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索
や予約ができます。）

☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。
アドレス蜷http://www.waki-toshokan.jp/

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54－0222）

図書館内でＤＶＤが視聴できます。
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い
ざ
と
い
う
時
の
救
急
心
得

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
災
害
に

関
す
る
報
道
を
見
聞
き
す
る
時
に
は
、
誰

し
も
「
わ
が
家
は
大
丈
夫
か
し
ら
。」
と

考
え
る
も
の
で
す
。
温
暖
な
瀬
戸
内
気
候

に
恵
ま
れ
た
和
木
町
は
、
他
の
地
域
に
比

べ
れ
ば
風
水
害
に
あ
う
こ
と
も
少
な
く
、

心
配
さ
れ
る
地
震
も
芸
予
地
震
以
後
は
、

大
き
な
も
の
は
お
き
て
い
ま
せ
ん
。

被
災
地
域
の
方
々
は
一
様
に
、「
ま
さ

か
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
な
ん
て
…
。」

と
言
わ
れ
ま
す
。
幸
い
に
も
近
年
大
き
な

被
害
が
無
か
っ
た
和
木
町
で
も
、
救
急
の

心
得
は
必
要
で
す
。
ま
た
普
段
の
生
活
の

中
で
も
、
事
故
は
案
外
身
近
に
起
き
る
も

の
で
す
。
可
能
な
限
り
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

盧
救
急
箱
の
準
備

救
急
箱
は
い
つ
も
同
じ
場
所
で
、
子
ど

も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
（
い

つ
も
の
場
所

に
な
い
と
、

緊
急
時
に
さ

が
す
手
間
に

イ
ラ
イ
ラ
さ

せ
ら
れ
る
た

め
）
。
年
1

回
（
９
月
９

報
わ
き
８
月
号
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
時
に
家
族
全
員
が
帰
宅
し
て
い
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
家
庭
で
も
「
わ

が
家
の
避
難
場
所
は
、
○
○
集
会
所
」
な

ど
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

盪
非
常
持
ち
出
し
品

地
震
な
ど
突
然

の
災
害
に
は
、
特

に
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
が
大
切
で

す
。
わ
か
っ
て
い

て
も
備
え
が
で
き

て
い
る
家
庭
は
少

な
い
も
の
で
す
。

（
参
考
非
常
持
ち

出
し
品
も
「
広
報

わ
き
８
月
号
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）
自
信
を
持
っ
て

準
備
で
き
て
い
る
と
思
え
な
い
の
は
、
印

鑑
、
現
金
、
預
金
通
帳
な
ど
は
日
ご
ろ
も

必
要
な
の
で
、
非
常
持
ち
出
し
品
と
し
て
、

ま
と
め
て
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
難
し
い

か
ら
で
す
。
丸
１
日
分
の
保
存
食
や
ラ
ジ

オ
、
電
池
な
ど
を
ま
と
め
た
非
常
持
ち
出

し
品
の
ま
と
め
に
、
金
銭
的
な
ま
と
め
を

す
ぐ
に
加
え
て
、
持
ち
出
し
や
す
い
配
置

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
金
銭
的
な
も
の
も
含
め
て
、
災

害
時
に
自
分
で
持
ち
出
せ
る
量
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
運
悪
く
非
常
持
ち
出

し
品
を
保
管
し
て
い
た
場
所
が
、
手
を
つ

け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
ま
ず
は
、
命
」
と
わ
り
き
っ
た
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
救
急
の
日
な
ど
）
は
点
検
し
、
古
く
な

っ
た
薬
や
ガ
ー
ゼ
は
捨
て
、
新
し
く
補
充

す
る
。
中
身
は
必
要
最
低
限
に
し
、
取
り

出
し
や
す
く
す
る
。

盪
薬
の
保
管
の
約
束
事

使
用
期
限
が
切
れ
た
も
の
は
捨
て
る
。

使
い
き
る
ま
で
外
箱
や
説
明
書
は
取
っ
て

お
く
。
他
の
容
器
へ
の
移
し
変
え
は
誤
飲

の
も
と
な
の
で
、
な
る
べ
く
避
け
る
。
旅

行
等
で
小
分
け
に
し
た
ら
、
必
ず
も
と
の

容
器
に
戻
す
か
、
捨
て
る
。
直
射
日
光
を

避
け
、
乾
燥
剤
を
入
れ
て
お
く
。
液
剤
や
、

変
質
し
や
す
い
目
薬
、
溶
け
や
す
い
座
薬

は
冷
蔵
庫
で
保
管
。

農
薬
、
殺
虫
剤
、
防
腐
剤
な
ど
の
危
険

物
と
薬
を
い
っ
し
ょ
に
せ
ず
、
別
の
場
所

で
保
管
す
る
。

盧
情
報
収
集
と
早
め
の
対
応

台
風
な
ど

あ
ら
か
じ
め

情
報
が
入
る

も
の
は
、
そ

の
動
き
を
つ

か
み
な
が
ら

非
常
時
の
備

え
を
し
ま
し

ょ
う
。
家
の

点
検
や
、
被

害
を
最
小
に
す
る
た
め
の
手
立
て
は
早
め

に
し
、
台
風
通
過
中
は
外
に
出
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
町
か
ら
の
避
難
勧
告
が

出
た
場
合
は
、
応
じ
て
く
だ
さ
い
。
避
難

場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、「
広

応
急
手
当
の
準
備

災
害
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に

日本脳炎（3期）定期予防接種の廃止のお知らせ 
　予防接種法の改正のため、平成１７年７月２９日より中学３年生対象の日本脳炎（３期）定期予防接種が廃止とな

りました。今後、日本脳炎（３期）予防接種を希望される場合は、任意接種（全額自己負担）となりますのでご注意く

ださい。 

問合せ蜷保健相談センター（蕁52―7290） 

※　　　は標準的な接種年齢です。 

3
ヶ
月
 

6
ヶ
月
 

9
ヶ
月
 

１ 
歳
 

２
歳
 

３
歳
 

４
歳
 

５
歳
 

６
歳
 

７
歳
 

８
歳
 

９
歳
 

10
歳
 

11
歳
 

12
歳
 

13
歳
 

14
歳
 

15
歳
 

日
本
脳
炎
 

1期 2期 3期 

～日本脳炎(３期)定期～ 
7月29日より廃止。今後は 

任意接種（全額自己負担）です！ 
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保セ・・・保健相談センター

アロマテラピーには、香りを効果的に取り入れるこ

とで、リラックス効果･免疫力アップの作用がありま

す｡夏の疲れや、むくみを解消しましょう。

日　時蜷９月21日貉　10時～11時30分

場　所蜷保健相談センター

内　容蜷『自分でできるフットマッサージ』

準　備蜷材料費500円、タオル・バスタオル各１枚

申込み蜷９月15日までに保健相談センターへ

（蕁52―7290）

※先着15名で締め切ります。

健康カレンダー （9月16日～10月15日）
月 日（曜）

09月22日貅

09月28日貉

09月29日貅

10月06日貅

10月13日貅

10月14日貊

行　　　　事

両親教室

プレイルーム

2歳児歯科健診

プレイルーム

両親教室

プレイルーム

離乳食教室

プレイルーム

ポリオ(予)

受付時間

09：30～11：30

10：00～15：00

13：00～13：20

10：00～15：00

09：30～11：30

10：00～15：00

09：30～13：00

10：00～15：00

13：30～14：00

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

場　　所対　　　　　　　　象

妊婦とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

平成15年6月～9月生まれ

乳幼児とその保護者の方

妊婦とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

乳児とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

平成10年4月15日～平成17年7月14日生まれ

からだを動かしたいと思っても、昼間はなかなか時

間が取れない方、大歓迎！マイナスイオンを浴びて心

もからだもリフレッシュ。秋の夜長に楽しい時間を過

ごしましょう！

日　時蜷９月30日貊　18時30分～20時30分

小雨決行、雨天中止

集　合蜷保健相談センター

コース蜷小瀬川周辺

参加費蜷100円

備　考蜷定員25名、傷害等に

ついては自己責任で

お願いします。

申込み蜷保健相談センターへ

（蕁52―7290）

元気アップ教室のお知らせ

夕やけウォーク

食推さんのおすすめメニュー
トマトとレタスのごま風味サラダ

トマト 

レタス 

材料6人分
トマト ３００ｇ
サニーレタス ６枚

（少し多くても可）

もう一品欲しいな、野菜は、何にしようかなと思った時に手軽に
できます。子ども向けには、ハムなどを入れるといいかも！！

（食推２班　向田　登美子）

酢　 大さじ３
しょうゆ 大さじ２
砂糖 大さじ１
ごま油 大さじ１
すりごま 大さじ１

｛
作り方
① 下準備
トマト……２ｃｍ角のさいの目に切る。

レタス……ひと口大にちぎる。

②ドレッシング
爬をボウルにあわせる。食べる直前に
トマト、レタスをあえる。

爬

８月４日に実施した「夏まつり」の写真展は、「よち
よち赤ちゃんよーいどん！」の写真展と合わせて11月
に実施します。
問合せ蜷保健相談センター

（蕁52―7290）

子育ての輪づくり運動写真展のお知らせ
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
９
月
15
日
貅
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
52
―

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
で
す
。
特
に

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
の

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪

自
動
車
）
は
、
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
を
！

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

http://w
w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
合
せ
▼
国
土
交
通
省
山
口
運
輸
局

（
蕁
０
８
３
―

９
２
２
―

５
３
３
５
）

日
　
時
▼
９
月
７
日
貉
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

10
月
１
日
〜
31
日
は
「
行
政
書
士
制
度

強
化
月
間
」

日
　
時
▼
10
月
３
日
豺
、
４
日
貂

10
時
〜
16
時

場
　
所
▼
山
口
県
行
政
書
士
会

薔
０
１
２
０
―

１
６
８
―

６
１
１

内
　
容
▼
権
利
義
務
、
事
実
証
明
、
知
的

財
産
、
建
設
業
法
、
農
地
法
、
運
輸
交
通

関
係
法
、
風
俗
営
業
法
に
関
わ
る
業
務
な

ど
、
ま
た
、
行
政
窓
口
に
提
出
す
る
許
認

可
申
請
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
員
▼
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

問
合
せ
▼
県
行
政
書
士
会

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

５
０
５
９
）

日
　
時
▼
10
月
４
日
貂
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
番
35
号

内
　
容
▼
不
動
産
に
関
す
る
登
記
（
相
続
、

贈
与
、
売
買
な
ど
）。
会
社
・
法
人
に
関

す
る
登
記
（
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
）。

訴
訟
手
続
（
貸
金
請
求
、
家
屋
明
け
渡

し
等
）。
多
重
債
務
（
自
己
破
産
等
）。
成

年
後
見
に
関
す
る
こ
と
等
。

司
法
書
士
テ
レ
ホ
ン
無
料
法
律
相
談
所

日
　
時
▼
10
月
１
日
貍
　
10
時
〜
16
時

薔
０
１
２
０
―

０
０
３
―

８
２
１

主
　
催
▼
山
口
県
司
法
書
士
会

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

５
２
２
０
）

町
で
は
、
児
童
福
祉
、
母
子
保
健
、
家

庭
教
育
に
係
わ
る
相
談
を
次
の
場
所
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
の
周
り
で
子
ど
も
が
虐

待
を
受
け
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
た

時
は
、
迷
わ
ず
保
健
福
祉
課
か
お
近
く
の

民
生
児
童
委
員
ま
た
は
、
周
南
児
童
相
談

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
声
が

子
ど
も
を
守
り
ま
す
。

連
絡
先

保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
蕁
52
―

７
２
９
０
）

教
育
委
員
会
事
務
局
（
蕁
53
―

３
１
２
３
）

周
南
児
童
相
談
所
（
岩
国
駐
在
）

（
蕁
29
―

１
５
１
３
）

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限

は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

無
料
人
権
相
談
所
開
設

行
政
書
士
無
料
相
談

児
童
家
庭
相
談
窓
口
に
つ
い
て

全
国
一
斉
司
法
書
士
相
談
会

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
無

料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

9
月
9
日
は
救
急
の
日

「
９
月
４
日
〜
９
月
10
日
」
は
救
急

医
療
週
間

こ
の
機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を
覚
え

て
み
ま
せ
ん
か
邇

開
催
日
蜷
上
級
を
除
き
随
時
受
付
中

受
講
時
間
蜷
普
通
Ⅰ
…
３
時
間
、

普
通
Ⅱ
…
４
時
間
、

上
　
級
…
８
時
間

受
講
料
蜷
無
　
料

問
合
せ
蜷
岩
国
地
区
消
防
組
合

（
蕁
22
―

０
１
１
９
）
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認
知
症
に
関
す
る

電
話
相
談
会
開
催

認
知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
気
に
な

る
こ
と
、
認
知
症
の
方
の
介
護
に
関
す
る

悩
み
な
ど
に
対
し
て
、
介
護
経
験
者
な
ど

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
例
え
ば
〕

・
家
族
や
自
分
が
認
知
症
で
は
な
い
か
と

気
に
な
る

・
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
を
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

・
認
知
症
の
方
の
介
護
で
困
っ
て
い
る

・
認
知
症
の
介
護
を
経
験
し
た
人
と
話
が

し
た
い
な
ど

・
相
談
対
応
予
定
者
　
介
護
経
験
者
を
中

心
と
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
保

健
師
、
行
政
関
係
者
な
ど

そ
の
他
▼
相
談
料
は
無
料
で
す
。
※
た
だ

し
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
な
い
た
め
通
常

の
電
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

相
談
者
や
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
９
月
21
日
貉
　
10
時
〜
16
時

（
蕁
０
８
３
―

９
２
１
―

０
６
９
６
）

（
蕁
０
８
３
―

９
２
１
―

０
６
９
７
）

（
蕁
０
８
３
―

９
２
１
―

０
６
９
８
）

問
合
せ
▼
山
口
県
認
知
症
を
支
え
る
会
連

合
会

（
蕁
０
８
２
０
―

７
７
―

０
６
７
９
）

山
口
県
高
齢
保
健
福
祉
課

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

２
７
９
６
）

受
験
資
格
▼
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生：

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

の
方

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生：

高
卒
（
見
込
含
）

24
歳
未
満
の
方

待
　
遇
▼
入
学
金
、
授
業
料
は
不
要
、
衣

食
は
支
給
さ
れ
、
住
居
は
全
寮
制
で
す
。

卒
業
・
修
業
時
▼
防
大
、
防
医
大
学
生
は
、

卒
業
時
に
学
位
が
授
与
さ
れ
、
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
学
校
に
入
校
し
ま
す
。
看
護
学

生
は
、
３
年
後
に
看
護
師
の
国
家
資
格
を

受
験
、
全
国
の
自
衛
隊
病
院
な
ど
で
勤
務

し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
９
月
９
日
貊
〜
９
月
30
日
貊

１
次
試
験
▼
防
衛
大
学
校：

11
月
12
日

貍
、
13
日
豸
　
防
衛
医
科
大
学
校：

11
月

５
日
貍
、
６
日
豸

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生：

10
月
16
日
豸

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所

（
蕁
23
―

１
５
８
０
）

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
に
あ
げ
る
方
は
、
健
康
診

断
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

石
綿
鉱
山
、
そ
の
付
属
施
設
で
採
掘
や

運
搬
に
関
す
る
作
業
。
倉
庫
内
の
石
綿
原

料
の
袋
詰
め
ま
た
は
運
搬
作
業
。
石
綿
製

品
の
製
造
工
程
に
お
け
る
作
業
。
石
綿
の

吹
付
け
作
業
な
ど
に
従
事
さ
れ
た
方
。

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

認
知
症
あ
ん
し
ん
テ
レ
ホ
ン

発
が
ん
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
通
常
の
方
よ
り
肺
が
ん
に
よ
っ
て

死
亡
す
る
リ
ス
ク
が
50
倍
以
上
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
手
帳
制
度
や
労
災
補
償
制
度
が

あ
り
ま
す

健
康
診
断
の
結
果
、
一
定
の
症
状
が
あ

る
場
合
等
は
、
労
働
局
に
申
請
す
る
こ
と

で
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
無
料

で
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
診
で
き
ま

す
。
ま
た
、
石
綿
に
ば
く
露
し
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
労
災
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
管
理
、
診
断
、
労
災
補
償
に
つ
い
て

は岩
国
労
働
基
準
監
督
所（
蕁
24
―

１
１
３
３
）

健
康
へ
の
影
響
や
治
療
方
法
に
つ
い
て
は

岩
国
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

（
蕁
21
―

６
１
３
５
）

日
　
時
▼
９
月
23
日
貊
９
時
30
分
〜
12
時

場
　
所
▼
岩
国
自
動
車
学
校

（
蕁
41
―

０
６
８
１
）

募
集
人
数
▼
50
名
（
先
着
）

参
加
料
▼
無
料

参
加
申
込
▼
最
寄
り
の
整
備
工
場
ま
た

は
、
山
口
県
整
備
振
興
会
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
参
加
者
に
は
、
粗
品
お
よ
び
小

冊
子
「
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
軽
装
で
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
▼
山
口
県
自
動
車
整
備
振
興
会

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

８
１
２
３
）

防
衛
大
学
校
、防
衛
医
科
大
学
校
、

陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
募
集

石
綿
を
取
扱
う
作
業
等
に
従
事

し
て
い
た
方
は
健
康
診
断
を
！

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
に
つ
い
て

海
技
免
状
及
び
操
縦

免
許
証
は
そ
の
種
類
を

問
わ
ず
、
５
年
ご
と
に

更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。

更
新
手
続
き
▼
有
効
期

間
満
了
日
の
１
年
　
前
か
ら
満
了
日
ま

で
の
「
更
新
期
間
」
内
の
海
技
免
状
・

操
縦
免
許
証
を
お
持
ち
の
方

※
更
新
期
間
内
に
こ
の
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
、
海
技
免
状
・
操
縦
免
許
証
は

失
効
し
ま
す
。

再
執
行
再
交
付
手
続
き
▼
有
効
期
間
満

了
日
を
経
過
し
た
海
技
免
状
・
操
縦
免

許
証
を
お
持
ち
の
方

手
続
き
の
方
法
▼
各
手
続
き
は
、
本
人

ま
た
は
、
海
事
代
理
士
が
最
寄
の
運
輸

局
及
び
海
事
事
務
所
の
窓
口
で
申
込
み

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
・
失
効
再
交
付
申
請
の
郵
送
手
続

き
更
新
講
習
ま
た
は
失
効
再
交
付
講
習

を
受
講
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
本
人
が

窓
口
に
出
向
か
な
く
て
も
書
留
郵
送
に

よ
る
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

問
合
せ
▼
中
国
運
輸
局
海
上
安
全
環
境

部
船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
蕁
０
８
２
―

２
２
８
―

８
７
９
４
）

海
技
免
状
及
び
操
縦
免
許
証

を
お
持
ち
の
方
へ
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野菜づくり講習会

敬老会のお知らせ

日　時蜷９月９日貊 13時30分～15時
場　所蜷JA山口東和木支所３階大会議室
内　容蜷野菜づくりのポイント

１． 野菜の栽培の基礎知識
２． 秋野菜の栽培管理
３． 病害虫対策
４． 生産資材の紹介

講　師蜷岩国農林事務所、JA山口東経済部営農推進課
問合せ蜷JA山口東和木支所（蕁53―1722）

昨年どおり本年も73歳以上の方をお招きして「敬老
会」を実施いたします。
日　時蜷９月17日貍 ９時30分～11時45分
場　所蜷文化会館大ホール
アトラクション蜷「オーストラリア海外研修報告」「和
木紅鴉」「保育所児合唱」「今福　優　和太鼓の世界」
主　催蜷和木町敬老会実行委員会（社会福祉協議会、
自治会連合会、民生委員児童委員協議会）
なお、当日出席できない方は代理の方が記念品を取

りにこられても結構です。案内状の入った封筒をお持
ちください。
問合せ蜷保健福祉課（蕁52―2135内線208）

年金を受けている皆さんへ
誕生月が来たときは現況届の
提出をしてください！

○誕生月が来たとき

毎年、誕生月に、「年金受給権者現況届」（現況届）

を社会保険業務センターに提出しなければなりませ

ん。これは、年金を引き続き受けるための権利があ

るかどうかを、毎年確認するためです。

現況届は、誕生月の上旬に社会保険業務センター

から送られてきます。氏名、住所など必要事項を記

入の上、必ず誕生月の末日までに、社会保険業務セ

ンターに到着するよう返送してください。

※現況届の提出をしないと、年金の支払いが一時止

まってしまいますのでご注意ください。年金の支

払いが一時止まっても、「現況届」が社会保険業

務センターに届いてから随時、止まった期間分を

遡って年金が支給されます。支払までは１～２ヵ

月程度かかります。

なお、９月生まれの方に送付する現況届から、ハ

ガキに記入された個人情報の保護のため、「保護シ

ール」を貼って送付することができるようになりま

す。

○ 住所や年金の受取場所を変えるとき

住所や支払いを受ける金融機関、郵便局を変更す

るときは、「年金受給権者住所・支払機関変更届」

を社会保険事務所に提出してください。

○ 年金証書をなくしたときなど

「年金証書」を汚したり、なくしたりしたときは、

「年金証書再交付申請書」を社会保険事務所に提出

してください。

※ 年金証書は、年金を受ける権利のあることを証

明するものです。

○ 氏名が変わったとき

結婚や養子縁組などにより氏名が変わったとき

は、「年金受給権者氏名変更届」（氏名変更届）を社

会保険事務所に提出してください。

お問い合わせ蜷岩国社会保険事務所

（蕁24―2222）
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（
８
月
10
日
句
会
）

刀
匠
の
墓
に
日
あ
た
る
今
朝
の
秋

陣
場
　
直
雄

茹
で
た
て
の
大
蛸
吊
し
島
の
盆

陣
場
　
孝
子

か
な
か
な
の
声
の
中
な
る
父
祖
の
墓

浜
田
千
代
美

最
果
て
の
岬
に
立
ち
て
終
戦
日

浦
　
　
盈
子

夕
映
え
の
早
稲
田
を
走
る
郵
便
車

越
智
　
幸
子

泳
ぎ
子
の
飛
び
こ
ん
で
水
盛
り
上
が
る

小
川
　
誉
子

盆
燈
籠
灯
す
少
女
の
白
き
指

灰
岡
美
穂
子

手
を
か
ざ
し
見
下
ろ
す
棚
田
赤
と
ん
ぼ

平
岡
　
菊
江

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
人
も
ま
じ
り
て
盆
踊
り

松
浪
　
政
子

一
人
づ
つ
鐘
撞
き
祈
る
原
爆
忌

山
重
　
杵
子

足
摺
の
岩
に
砕
け
し
土
用
波

与
三
本
愛
子

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

消費者生活相談 
だよりVol.12

注
文
前
に
、
①
事
業
者
の
信
頼
性
を

確
認
す
る
。
（
店
舗
名
称
、
住
所
、

電
話
番
号
等
で
実
在
す
る
か
確
か
め

る
。）
②
商
品
を
確
認
す
る
。（
納
期
、

商
品
の
状
態
、
型
番
等
）
③
支
払
い

金
額
・
決
済
方
法
を
確
認
す
る
。

（
前
払
い
は
出
来
る
だ
け
避
け
る
。）

④
返
品
・
交
換
条
件
を
確
認
す
る
。

（
標
記
が
曖
昧
な
場
合
は
、
納
得
で

き
る
ま
で
問
い
合
わ
せ
る
。）
注
文

時
に
は
、⑤
注
文
内
容
を
記
録
す
る
。

（
注
文
時
の
条
件
が
わ
か
る
注
文
票

な
ど
を
印
刷
し
て
お
く
。）
商
品
が

届
い
た
ら
、
⑥
商
品
の
内
容
、
状
態

を
す
ぐ
確
認
す
る
。
⑦
支
払
い
記
録

と
な
る
振
込
票
、
領
収
書
等
は
保
管

し
て
お
く
こ
と
等
が
大
切
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用

に
つ
い
て

【
相
　
談
】

あ
る
百
貨
店
で
買
い
物
を
し
た

際
、
割
引
特
典
が
あ
る
か
ら
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
よ
う
に
勧
め

ら
れ
、
申
込
み
書
類
に
記
入
し
始
め

た
と
こ
ろ
、
引
き
落
と
し
銀
行
口
座

の
暗
証
番
号
を
書
く
よ
う
求
め
ら
れ

た
の
で
拒
否
し
、
カ
ー
ド
は
作
ら
な

か
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
の

か
。

【
処
　
理
】

一
般
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
作
る
の
に
引
き
落
と
し
銀
行
口
座

の
暗
証
番
号
ま
で
記
入
す
る
必
要
は

な
い
こ
と
を
助
言
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

「
店
内
の
一
角
で
ア
ル
バ
イ
ト
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

【
相
　
談
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
で
カ

メ
ラ
を
購
入
し
た
が
、
届
い
た
商
品

は
梱
包
を
開
け
た
跡
が
あ
り
、
新
品

で
は
な
い
よ
う
だ
。返
品
し
た
い
が
、

購
入
サ
イ
ト
に
は
「
返
品
・
交
換
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
　
理
】

解
約
、
返
金
は
事
業
者
と
の
交
渉

に
な
り
ま
す
。
事
業
者
の
連
絡
先
を

確
か
め
、
メ
ー
ル
、
電
話
等
で
交
渉

す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

た
通
信
販
売
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
（
無
条
件
解
約
）
制
度
が
適
用
さ

れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
通

信
販
売
事
業
者
に
は
、
住
所
、
電
話

番
号
、
返
品
の
可
否
、
返
品
を
受
け

な
い
時
は
そ
の
旨
等
、
一
定
事
項
の

広
告
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

店
員
が
年
収
や
銀
行
口
座
、
暗
証
番

号
な
ど
を
扱
い
、
入
会
手
続
き
業
務

を
行
っ
て
い
る
の
は
問
題
」「
流
通

系
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
申
し
込
ん

だ
が
、
よ
く
考
え
た
ら
必
要
な
い
。

銀
行
の
暗
証
番
号
を
教
え
て
し
ま
っ

た
が
大
丈
夫
か
」
な
ど
カ
ー
ド
申
込

み
時
の
苦
情
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
国
民
１
人
が
平
均
２
枚
を
所
有

す
る
と
い
わ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
は
、
今
や
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
存
在
で
す
が
、
考
え
て
み
る
と
、

カ
ー
ド
会
社
は
住
所
や
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
勤
務
先
、
年
収
、
買
い

物
履
歴
の
他
、
銀
行
の
口
座
番
号
ま

で
、
個
人
情
報
を
沢
山
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
４
月
か
ら
「
個
人
情
報
保

護
法
」
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
カ
ー
ド
業
界
の
監

督
官
庁
で
あ
る
「
経
済
産
業
省
」
で

は
「
経
済
産
業
分
野
の
う
ち
信
用
分

野
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
、
カ
ー
ド
会
社
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
や
、

そ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
具
体
的

な
指
針
を
明
示
。
カ
ー
ド
会
社
は
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
添
っ
て
社
内
に

お
け
る
運
用
ル
ー
ル
を
設
け
、
個
人

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
、
漏
洩
の

防
止
等
社
内
教
育
の
徹
底
に
努
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
は
信
用
の
意
味
。
消
費
者
は
個

人
情
報
の
必
要
以
上
の
提
供
に
不
安

を
感
じ
た
ら
、
拒
否
す
る
姿
勢
も
大

事
で
し
ょ
う
。

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
２
）
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環境にやさしく、人体にやさし

い石けんを台所の廃油を使って生

活学校の皆さんが作っています。

石けん作りは、異物が混ざると品質が一定しま

せんので食油が入っていた以外（酒、酢、しょう

油びんなど）の容器で出される場合は、中をよく

洗ってから食廃油だけを入れて出してください。

回収は、毎月第２と第４金曜日（午前中）に下

記場所で行っています。ご協力をお願いします。

回収場所●コミュニティセンター

●リサイクルセンター

問合せ蜷住民サービス課

（蕁52―2135内線204）

その77

食廃油を出す時のルール

「和木町農業振興研究会」
の会員募集

和木町内の皆さんを対象に、「和木町農業振興研究会」

を設立します。

この研究会は、「地域農業の継承」「地域農業の創造」

を目的とした新しい団体です。

農業をこれから始めてみたい人、今、家庭農園をやっ

ておられる人、農地を持っているけど何をしていいか分

からない人など、農業に興味がある人の情報交換や知識

を広めるコミュニティの場としたいと考えています。

多くの皆さんの参画をお待ちしています。

研究会に参加できる資格は？

・町内に住所を有する個人（男女を問いません）

・農業に興味があり、目的に賛同する人

研究会の活動内容とは？

・農業講習会の企画・参加

・コミュニティ事業

・ボランティア事業

・その他、目的達成のための必要な事業

研究会会員になるには？

・申込書（住民サービス課にあります）に必要事項をご

記入の上、入会金を添えて役場住民サービス課に申し

込んでください。

年会費1,000円（本年度は500円）

・申込期限９月30日貊

発起人蜷代表　明本 二（瀬田）上岡宗三（関ヶ浜）岡

崎美喜恵（瀬田）木村義則（和木）灰岡　一

（和木）平岡一正（関ヶ浜）平岡繁廣（関ヶ浜）

村岡俊一（和木）

問合せ・申込み蜷住民サービス課　（蕁52―2135内線205）

糞害しています！！
公共の場所（遊歩道、公園等）で飼い犬がフ

ンをした時は、飼い主はフンをすぐに回収して

ください。

道路・遊歩道では、多くの方がウォーキング

を、公園では親子連れが散歩を楽しまれていま

す。一部の飼い主がフンを放置するために他人

に多大な迷惑をかけています。

飼い主の方は、犬を散歩させる前には家でフ

ンを済ませるとともに、散歩の際には汚物を処

理する用具を携行しましょう。

きれいな道路・遊歩道・公園を地域で守りま

しょう！

問合せ蜷住民サービス課（蕁52―2135内線205）

蝉
の
声
眠
気
に
聞
け
ば
子
守
歌
日
本
の
夏
の

「
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

横
川
美
代
子

学
び
舎
で
演
奏
を
せ
し
憧
れ
の
「
青
き
ド
ナ
ウ
」
に

今
佇
ち
て
お
り

大
野
　
千
尋

詩
舞
の
友
在
り
し
日
偲
べ
ば
わ
が
庭
の
木
陰
に
黒
蝶

ひ
ら
ひ
ら
と
舞
ふ

嘉
屋
　
笑
子

土
井
ヶ
浜
ロ
マ
ン
を
秘
め
し
白
骨
に
時
流
れ
て
も

故
郷
は
る
か

神
園
　
静
美

ま
ま
な
ら
ぬ
手
に
描
き
た
る
友
の
絵
の
花
の
や
さ
し
き

色
に
癒
や
さ
る

近
藤
巳
津
子

う
ぐ
い
す
の
声
聞
え
く
る
夕
ぐ
れ
の
山
々
も
ゆ
る

夕
焼
小
焼

田
渕
ハ
ネ
子

待
ち
待
ち
し
雨
に
濡
れ
ゐ
る
草
木
に
も
ピ
ン
と

は
り
た
る
笑え

み

を
覚
え
る

広
宇
次
信
子

振
り
返
る
こ
と
の
み
多
き
盆
近
し
夫
逝
き
て
久
し

吾
生
き
て
久
し

正
中
ツ
ヤ
子

夏
の
朝
白
い
木
槿

む
く
げ

の
花
ひ
ら
く
何
処
か
蝉
の
一
斉
に

鳴
く

森
本
　
初
子

灯ひ

の
消
え
し
小
さ
き
事
務
所
に
鳴
り
続
く

電
話
の
ベ
ル
が
は
た
と
止
ま
り
ぬ

箭
野
　
賀
代

夏
椿
散
り
ゆ
く
ご
と
く
忽
然

こ
つ
ぜ
ん

と
暑
き
夕
べ
に

姑は
は

逝
き
給
ふ

藤
上
　
紀
子
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平成17年8月1日現在 

総人口 6,688人 
 （－7） 
世帯数 2,633世帯 
 （－3） 
和木町の面積  10.56裄 

3,322人 　男 
(－8)

女 　3,366人 
(＋1)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

地上デジタル放送を控え
チャンネル変更が必要となります
地上デジタル放送が県内でも平成18年10月よりス

タートします。これに伴うテレビの設定変更が必要
な場合があります。
対策工事は、総務大臣指定の（社）電波産業会「山

口受信対策センター」に登録されたテレビ受信対策
員が実施し、ご家庭での工事費用は国が負担するこ
ととなっていますので、悪徳商法等には十分注意し
てください。
なお、町内で広島の大竹立戸中継局を受信されて

いる世帯ではチャンネル変更が必要となります。
◇大竹立戸局のチャンネル変更
広島ホームテレビ
41ｃｈ→24ｃｈ
広島テレビ
39ｃｈ→26ｃｈ
（変更時期９月15日～11月21日）
※アイ・キャンにご加入の世帯ではチャンネル変更
を行う必要はありません。
問合せ蜷山口地域受信対策センター 薔0120―880496

和木町住宅建設資金
利子補給制度

この制度は、和木町内において良質な住宅の建設

の促進を図るため、町内に住宅を新築、または新築

住宅を購入するにあたり、その資金を金融機関等か

ら借り入れた方に対して、その借入額に対する利子

の一部または全部について、町が補助する制度です。

対象となる新築住宅の基準蜷人の居住用床面積が60

裃以上あること。

補助額及び補助期間蜷新築住宅の建設または購入に

要した費用に対する償還金のうち、利子に相当する

額（年額上限60,000円）を居住を開始した月から60

ヶ月間補助します。

申請方法蜷居住開始から２ヶ月以内に、必要書類を

添えて役場都市建設課に申請してください。

問合せ蜷都市建設課

（蕁52―2135内線412）

国民健康保険　　 ３期分

介護保険料　　　 ３期分

住宅使用料　　　 ９月分

上下水道使用料　 ７・８月分

納期内に納めましょう！

今月の納税

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

上
岡
富
士
夫
さ
ん
（
和
木
２
丁
目
）

藤
上
　
　
治
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）

松

司
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

福
田
　
修
一
さ
ん
（
大
竹
市
新
町
）

吉
国
　
芳
夫
さ
ん
（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）

●
見
舞
い
返
し

福
田
眞
由
美
さ
ん
（
大
竹
市
新
町
）

●
一
般
寄
付

和
木
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
様

和
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
作
業
部
様


	waki 390 hyoushi.pdf
	waki 390-1 .pdf
	waki 390-2.pdf
	waki 390-3.pdf
	waki 390-4.pdf
	waki 390-5.pdf
	waki 390-6.pdf
	waki 390-7.pdf
	waki 390-8.pdf
	waki 390-9.pdf
	waki 390-10.pdf
	waki 390-11.pdf
	waki 390-12.pdf
	waki 390 hyoushiura.pdf

